
令和２年度学校評価 計画

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイ
プランの成果指標を達成した教師８０％
以上

・教職員間でマイプランを共有するととも
に、校内研修等により取り組みの促進を
図る。

○問題解決能力の育成 ○「友達と話し合う活動を通して自分の
考えを深めたり、広げたりすることができ
ていると思う」と回答した児童８０%以上

・話し合う活動の場の設定や考えを発表
したり書いたりすることができるような支
援を行う。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理観
や正義感、感動する心など、豊かな心を
身に付ける教育活動

○道徳に関するアンケートにおいて肯定
的な回答をした児童８０%以上

・道徳教育や体験学習、奉仕体験などの
様々な活動を通した指導の充実を図る。
・自分の成長や高まりを実感できるような
かかわりや声かけ（教師の評価）を行う。

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○いじめ防止等について、組織的対応が
できていると回答した教師８０％以上

・いじめ問題に関する体制を明確にし、
報告・連絡・相談を徹底する。
・必要に応じて、体制の見直しを行い、結
果を保護者にも周知する。

◎児童が夢や目標を持ち、その実現に
向けて意欲的に取り組もうとするための
教育活動

○「将来の目標や夢を持っている」と答え
た６年生児童８０％以上

・体験活動等における「キャリアパスポー
ト」を活用した指導の充実を図る。

●望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成

●「健康に食事は大切である」と考える
児童８０％以上

・学校栄養士と担任による食に関する指
導、食育月間の取り組みを行う。

○運動習慣の改善や定着化 ○天気がよい日は、外で遊んだり運動し
たりする児童が８０％以上

・体を動かすことが好きだと思える児童
が増えるように体育の授業の充実を図
る。
・週に一回以上は外に出て遊ぶように呼
びかける。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。（月４５間）

・タイムマネジメントを意識し、業務の効
率化へ向けて、一人一人の働き方を見
直す。
・定時退勤日、学校閉庁日の設定と徹
底。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）

○小中連携

○小中連携による学力向上の推進 ○小中校区で定めた学力向上の取り組
みを達成した教師８０%以上

・「授業づくりステップ1・２・３」を活用した
わかる授業の確実な実施を図る。
・基礎・基本の定着と活用力を伸ばす課
題づくりと実践に取り組む。

○保護者、地域との連携

○学校運営協議会を通した保護者と地
域の連携強化

〇保護者や地域と連携した学校の教育
活動に肯定的な回答をした保護者や地
域の方の割合８０%以上

・児童による地域貢献活動等、地域コミュ
ニティとの連携した地域ぐるみの学校づく
りに努める。

〇特別支援教育の充実

〇教員の専門性と意識の向上 〇特別支援教育に関する専門性が向上
した教師８０%以上

・特別支援教育に関わる研修を年１回以
上実施する。
・支援の実態や状況を全教職員で共有
し、個別の支援を徹底する。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

重点取組
具体的取組

１ 前年度
  評価結果の概要

・繰り返して確実に定着を図る学習と、自分の思いや考えをお互いに出し合う「学び合い」活動を日常の授
業にしっかり位置づけて、更に継続して取り組む必要がある。
・相手意識が希薄で、自分本位の言動も散見されることから、公共性、社会性を育てるとともに、自ら考え
て行動する機会を増やし、更に、自立した態度や行動がとれるようにする。
・学校運営協議会や轟・大野原コミュニティとの連携を更に深め、地域人材を活用したり、児童が地域に出
ていくような活動を推進する必要がある。

２ 学校教育⽬標 夢をもち、ふるさとを愛し、⽣き⽣きと学ぶ轟っ⼦の育成

３ 本年度の重点⽬標
① 主体的な学びと豊かな表現力の育成
② 心に響く生徒指導及び特別支援教育の充実
③ 健康で、逞しい体づくり
④ 校区小中学校、地域コミュニティとの連携強化による教育活動の充実

●心の教育

●健康・体つくり

学校名 嬉野市立轟小学校

４ 重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組


